
２０１９年度 ル･サンテリオン東郷 事業計画書 

 

１．施設理念 

１．暮らしやすさを追求し自立支援に向けて、専門職が総合的に支援します 

２．安心した在宅生活が続けられるようなつながりを大切にします 

 

２. 施設方針・テーマ 

『つなぐ、つながる地域生活支援』 

      ～施設機能を活かした地域への貢献～ 

 

【湯梨浜町における地域包括ケアの一翼を担い、 

良質な福祉サービスを展開します。】 

 

３．実施事業及び定員 

（１） 介護老人保健施設                定員４７名 

介護老人保健施設 ユニット型          定員１８名 

（２） 短期入所療養介護（ユニット型）         空床利用型 

介護予防短期入所療養介護(ユニット型)      空床利用型 

（３） 通所リハビリテーション 

介護予防通所リハビリテーション          定員４５名 

（４） 認知症対応型共同生活介護                 定員  ９名 

短期入所認知症対応型生活介護          空床利用型 

（５） 居宅介護支援事業所  

（６） 小規模多機能型居宅介護             定員２９名 

（７） サービス付き高齢者向け住宅           定員１８名 

（８） 訪問リハビリテーション 

 

４．重点目標 

・老人保健施設の５つの役割を主軸とした「多機能施設」として成熟するこ 

とにより、地域の多様な福祉ニーズに幅広く対応する。 

【 施 設の 役割 】◆包 括 的ケ アサ ービス  ◆リ ハビ リテー シ ョ ン        

◆ 在宅復帰 ◆ 在宅生活支援 ◆ 地域に根ざした活動 

 

 

１．在宅生活支援・在宅復帰支援のための地域拠点となる施設 

  ２．自立支援に向けたリハビリテーションを提供する施設 

  ３．地域に根ざした施設 

 

  



 

 （１）利用者へのサービス提供 

◆ 介護老人保健施設 

◇ 入所/ショートステイ（介護・予防） 

【2階】 

・高い専門性による安全で安心できる生活支援 

・多職種協働による在宅復帰支援 

    【3 階ユニット】 

・一人ひとりの個性と生活リズムに合わせた個別ケアとともに、 

自立へ向けた支援を行う。 

◇ 通所リハビリテーション（介護・予防） 

・専門職との連携を強化し「自立支援」に向けた取り組みを行う 

     ～通所リハビリとしての役割を果たす～ 

◆グループホーム（認知症対応型共同生活介護） 

・個々の能力に応じ自立した生活の質を高める支援 

◆ 居宅介護支援事業 

     ・ケアマネジメント能力の向上を図り、信頼関係を構築する 

◆ 小規模多機能型居宅介護事業 

  ・真の地域密着施設としての連携強化 

◆ サービス付き高齢者向け住宅 

   ・「安心、安全、快適」な生活を提供 

◆ 訪問リハビリテーション 

・安心して在宅生活を継続できるよう支援を行う 

 

（２）施設・設備整備 

◆ 環境管理を徹底し衛生的で安全快適な生活空間の維持管理 

◆ 老朽化に伴う修繕の迅速な対応（開設から 18 年経過） 

 

（３）施設管理 

  ◆ リスク管理と法令遵守 

  ◆ 防災管理 ～災害（地震、水害、雪害）への対応力を高める～ 

◆ サービス向上に向けた委員会活動の充実 

 

（４）職員管理 

 ◆ 報告・連絡・相談のできる組織づくり ～連携力の強化～ 

◆ 専門性の向上   ～根拠に基づいたケアの提供～ 

◆ 接遇マナーの向上 ～明るく活気のある施設に向けて～ 

 

 

 



（５）経営管理 

◆ 目標達成を意識し常に実行・評価・改善に取組む 

◆ 職員のコスト意識を醸成する～経費削減の意識付け～ 

◆ 収支分析と予算の適正管理 

 

（６）地域との連携  

◆ 地域ニーズを踏まえ積極的に交流の機会を設ける 

◆ 家族、地域に向けた介護教室の開催 

◆ 施設実習及びボランティアの積極的な受け入れ 

 

 

   


